
１ 

東青地区の学校配置シミュレーション 

 
１ 中学校卒業者数の推移と全日制課程の学級数の見込み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学校規模の見込み（平成２９年度に生徒を募集する学校を全て配置し、学級数の多い

学校から順に学級減を行った場合） 

 

普通科等 職業学科 総合学科

候補校
H29

40

40 4040 40

40 40

4040

40 40 40 40 40

4cl 6cl

7青森 280 40 40 40 40 40 4040

学級数
募集

人数

浪岡 2 70 35 35

青森東・平内 1 40 40

1 40 40

6 240

6 240 40 40

地域校

40 40青森商業 6 240 40 40 40

青森工業 7 245 35 35 35

拠点校

35 35 35 35

青森北・今別

青森中央 5 200

40 40 40 40

40

青森南

青森北

40 40 4040青森西 6 240 40 40

青森東 7 280 40 40

重点校

拠点校

40 40

(11校)

学校名
学校数 (対H29)

4.9学級

H29

３校

４校

１校

０校

０校

１校

２校

54学級

学校数 (対H29) 学校数

０校

１校

４校

３校

０校

１校

２校

△３校

△３校

＋３校

＋３校

±０校

±０校

±０校

５校

０校

０校

１校

２校

△３校

△１校

＋４校

±０校

±０校

±０校

±０校

地区計

増　減

平　均

７学級

６学級

５学級

４学級

３学級

２学級

42学級

△12学級

3.8学級

H39

47学級

△7学級

H34

4.3学級

１学級

０校

３校

資料８ 



２ 

≪学校規模の標準≫ 

◯基本となる学校 
１学年当たり４学級以上（全ての学校が対象） 

◯普通科等の重点校 
１学年当たり６学級以上 

◯職業教育を主とする専門学科の拠点校 
 一つの専門学科で１学年当たり４学級以上 

 

３ 重点校・拠点校・地域校・連携校の学校規模の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試案における候補校 Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９ 

重点校 青森高校 ７学級  

△７学級 

（対 H29） 

△１２学級 

（対 H29） 

拠点校 
青森工業高校 ７学級 

青森商業高校 ６学級 

地域校※ 青森北高校今別校舎 １学級 

重点校等の合計 ２１学級 

連携校 

青森東高校 ７学級 

青森西高校 ６学級 

青森北高校 ６学級 

青森南高校 ６学級 

青森中央高校 ５学級 

浪岡高校 ２学級 

青森東高校平内校舎 １学級 

連携校の合計  ３３学級 

東青地区全体の合計 ５４学級 ４７学級 ４２学級 

  ※基本方針に定める地域校の方向性に基づき、募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して２分の１未満となった場合には、

当該高校の所在する市町村等と募集停止等に向けて協議します。 

 



１ 

西北地区の学校配置シミュレーション 

 
１ 中学校卒業者数の推移と全日制課程の学級数の見込み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学校規模の見込み（平成２９年度に生徒を募集する学校を全て配置し、学級数の多い学校から順に

学級減を行った場合） 

 

 

 
 

普通科等 職業学科 総合学科

候補校
H29

4cl 6cl

70

重点校

鰺ヶ沢 2 70 35 35

五所川原 5 200

学級数
募集

人数

70

中里 1 40

板柳 2

地域校

五所川原農林

金木 2

木造 4

鶴田 2

地域校木造・深浦 1

40 40

拠点校

35 35

40 40

35 35

35 35

40

160 40 40 40 40

40

140 35 35 35 35

140

70

40 40

学校名

(10校)

五所川原工業 4

4 35 35 35 35

H29 H34 H39

学校数 (対H29) 学校数 (対H29)

増　減

平　均

△6学級 △8学級

2.7学級 2.1学級 1.9学級

１学級

地区計

２校 ６校 ＋４校 ６校 ＋４校

27学級 21学級 19学級

３学級

２学級

０校 ２校 ＋２校 ０校 ±０校

４校 ０校 △４校 ２校 △２校

５学級

４学級

１校 １校 ±０校 １校 ±０校

３校 １校 △２校 １校 △２校

学校数

資料８ 



２ 

≪学校規模の標準≫ 

◯基本となる学校 
１学年当たり４学級以上（全ての学校が対象） 

◯普通科等の重点校 
１学年当たり６学級以上 

◯職業教育を主とする専門学科の拠点校 
 一つの専門学科で１学年当たり４学級以上 

 

３ 重点校・拠点校・地域校・連携校の学校規模の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試案における候補校 Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９ 

重点校 五所川原高校 ５学級  

△６学級 

（対 H29） 

△８学級 

（対 H29） 

拠点校 五所川原農林高校 ４学級 

地域校※ 
木造高校深浦校舎 １学級 

中里高校 １学級 

重点校等の合計 １１学級 

連携校 

五所川原工業高校 ４学級 

木造高校 ４学級 

金木高校 ２学級 

鰺ヶ沢高校 ２学級 

板柳高校 ２学級 

鶴田高校 ２学級 

連携校の合計  １６学級 

西北地区全体の合計 ２７学級 ２１学級 １９学級 

  ※基本方針に定める地域校の方向性に基づき、募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して２分の１未満となった場合には、

当該高校の所在する市町村等と募集停止等に向けて協議します。 

 



１ 

中南地区の学校配置シミュレーション 

 
１ 中学校卒業者数の推移と全日制課程の学級数の見込み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学校規模の見込み（平成２９年度に生徒を募集する学校を全て配置し、学級数の多い学校から順に

学級減を行った場合） 

 

 

 

普通科等 職業学科

候補校
H29

35 35

弘前実業 7 280 40 40 40 40 40 40 40

35 35 35

240 40 40

6 40 40弘前 240 40 40 40

学校名
4cl 6cl

40 40弘前中央 6

40 40 40

40

拠点校

重点校

黒石商業

弘前工業

40

学級数
募集

人数

40

黒石

弘前南 6 240 40 40 40

245 35 357

40 404 160 40 40

40 40

140 35柏木農業 4

4 160 40 40

35 35 35

(8校)

△5学級 △9学級

5.5学級 4.9学級 4.4学級

増　減

平　均

２校 ０校 △２校 ０校 △２校

地区計 44学級 39学級 35学級

３学級 ０校 １校 ＋１校 １校 ＋１校

H39

学校数 (対H29) 学校数 (対H29)学校数

５学級

４学級

０校 ２校 ＋２校 ２校 ＋２校

３校 ２校 △１校 ４校 ＋１校

３校 ±０校 １校 △２校

H29 H34

７学級

６学級 ３校

資料８ 



２ 

≪学校規模の標準≫ 

◯基本となる学校 
１学年当たり４学級以上（全ての学校が対象） 

◯普通科等の重点校 
１学年当たり６学級以上 

◯職業教育を主とする専門学科の拠点校 
 一つの専門学科で１学年当たり４学級以上 

 

３ 重点校・拠点校・地域校・連携校の学校規模の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試案における候補校 Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９ 

重点校 弘前高校 ６学級  

△５学級 

（対 H29） 

△９学級 

（対 H29） 

拠点校 弘前工業高校 ７学級 

重点校等の合計 １３学級 

連携校 

弘前実業高校 ７学級 

弘前中央高校 ６学級 

弘前南高校 ６学級 

黒石高校 ４学級 

柏木農業高校 ４学級 

黒石商業高校 ４学級 

連携校の合計  ３１学級 

中南地区全体の合計 ４４学級 ３９学級 ３５学級 

 



１ 

上北地区の学校配置シミュレーション 

 
１ 中学校卒業者数の推移と全日制課程の学級数の見込み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学校規模の見込み（平成２９年度に生徒を募集する学校を全て配置し、学級数の多い学校から順に

学級減を行った場合） 

 

 

普通科等 職業学科 総合学科

候補校
H29

三沢商業 4 160 40 40 40 40

35

35

4cl 6cl

40 40

三本木農業 5 175 35 35 35 35 35

40 40 40

重点校

六ヶ所 2 70 35

40

40

40

40 40

拠点校

35 35 35 35

70

40

三本木

35

70 352

3 120

4

6 240 40

十和田西 2 35

35

40

40 40

40

40 40

40

160

240

175

160

募集

人数

40 40 4040

学校名

六戸

野辺地

七戸

三沢 6

十和田工業 5

百石 4

地域校

学級数

(11校)

学校数

△9学級 △11学級

3.9学級 3.1学級 2.9学級

増　減

平　均

１学級

地区計

０校 ２校 ＋２校 ２校 ＋２校

43学級 34学級 32学級

３学級

２学級

１校 ３校 ＋２校

H29 H34 H39

学校数 (対H29) 学校数 (対H29)

４校 ＋３校

３校 ２校 △１校 ２校 △１校

５学級

４学級

２校 １校 △１校 ０校 △２校

３校 ２校 △１校 ２校 △１校

６学級 ２校 １校 △１校 １校 △１校

資料８ 



２ 

≪学校規模の標準≫ 

◯基本となる学校 
１学年当たり４学級以上（全ての学校が対象） 

◯普通科等の重点校 
１学年当たり６学級以上 

◯職業教育を主とする専門学科の拠点校 
 一つの専門学科で１学年当たり４学級以上 

 

３ 重点校・拠点校・地域校・連携校の学校規模の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試案における候補校 Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９ 

重点校 三本木高校 ６学級  

△９学級 

（対 H29） 

△１１学級 

（対 H29） 

拠点校 三本木農業高校 ５学級 

地域校※ 六ヶ所高校 ２学級 

重点校等の合計 １３学級 

連携校 

三沢高校 ６学級 

十和田工業高校 ５学級 

七戸高校 ４学級 

百石高校 ４学級 

三沢商業高校 ４学級 

野辺地高校 ３学級 

十和田西高校 ２学級 

六戸高校 ２学級 

連携校の合計  ３０学級 

上北地区全体の合計 ４３学級 ３４学級 ３２学級 

  ※基本方針に定める地域校の方向性に基づき、募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して２分の１未満となった場合には、

当該高校の所在する市町村等と募集停止等に向けて協議します。 

 



１ 

下北地区の学校配置シミュレーション 

 
１ 中学校卒業者数の推移と全日制課程の学級数の見込み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学校規模の見込み（平成２９年度に生徒を募集する学校を全て配置し、学級数の多い学校から順に

学級減を行った場合） 

 

 

 

 

 

 

普通科等 職業学科 総合学科

重点校

学級数
募集

人数 4cl 6cl
学校名

5

候補校
H29

404040

40 40

田名部

35 35 35 35

200 40 40 40 40 40

140

70 35 35

200 40 40

地域校

大湊・川内

むつ工業 4

大間 2

大湊 5

1

(5校)

△3学級 △4学級

3.4学級 2.8学級 2.6学級

増　減

平　均

１学級

地区計

１校 １校 ±０校 １校 ±０校

17学級 14学級 13学級

３学級

２学級

０校 ２校 ＋２校

H29 H34 H39

学校数 (対H29) 学校数 (対H29)学校数

１校 ＋１校

１校 １校 ±０校 ２校 ＋１校

５学級

４学級

２校 １校 △１校 １校 △１校

１校 ０校 △１校 ０校 △１校

資料８ 



２ 

≪学校規模の標準≫ 

◯基本となる学校 
１学年当たり４学級以上（全ての学校が対象） 

◯普通科等の重点校 
１学年当たり６学級以上 

◯職業教育を主とする専門学科の拠点校 
 一つの専門学科で１学年当たり４学級以上 

 

３ 重点校・拠点校・地域校・連携校の学校規模の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試案における候補校 Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９ 

重点校 田名部高校 ５学級  

△３学級 

（対 H29） 

△４学級 

（対 H29） 

地域校※ 大間高校 ２学級 

重点校等の合計 ７学級 

連携校 

大湊高校 ５学級 

むつ工業高校 ４学級 

大湊高校川内校舎 １学級 

連携校の合計  １０学級 

下北地区全体の合計 １７学級 １４学級 １３学級 

  ※基本方針に定める地域校の方向性に基づき、募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して２分の１未満となった場合には、

当該高校の所在する市町村等と募集停止等に向けて協議します。 

 



１ 

三八地区の学校配置シミュレーション 

 
１ 中学校卒業者数の推移と全日制課程の学級数の見込み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学校規模の見込み（平成２９年度に生徒を募集する学校を全て配置し、学級数の多い学校から順に

学級減を行った場合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料８ 

普通科等 職業学科

候補校

H29

40

40 40

35

40

40

70 35

35 35 35 35 35 35

105 35 35

35三戸

名久井農業 3 105

八戸水産 3

35 35 35

35

40 40

八戸北

40404040 40八戸西

6 240 40 40 40

2005

40

学級数

40 40

40 40

6cl4cl

6 240

八戸東

八戸

40

地域校

35 35

田子 1 40

五戸 2 70

募集

人数

40 30

40

40 40

230

245

40 40

学校名

八戸商業

6

拠点校

重点校

八戸工業 7

4 160

2

(11校)

学校数

△5学級 △7学級

4.1学級 3.6学級 3.5学級

増　減

平　均

１校 ０校 △１校 ０校 △１校

１学級

地区計

１校 １校 ±０校 １校 ±０校

45学級 40学級 38学級

H29 H34 H39

学校数 (対H29) 学校数 (対H29)

３学級

２学級

２校 ３校 ＋１校 ３校 ＋１校

２校 ２校 ±０校 ２校 ±０校

５学級

４学級

１校 ２校 ＋１校 ２校 ＋１校

１校 １校 ±０校 ２校 ＋１校

７学級

６学級 ３校 ２校 △１校 １校 △２校



２ 

≪学校規模の標準≫ 

◯基本となる学校 
１学年当たり４学級以上（全ての学校が対象） 

◯普通科等の重点校 
１学年当たり６学級以上 

◯職業教育を主とする専門学科の拠点校 
 一つの専門学科で１学年当たり４学級以上 

 

３ 重点校・拠点校・地域校・連携校の学校規模の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試案における候補校 Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９ 

重点校 八戸高校 ６学級  

△５学級 

（対 H29） 

△７学級 

（対 H29） 

拠点校 八戸工業高校 ７学級 

地域校※ 田子高校 １学級 

重点校等の合計 １４学級 

連携校 

八戸東高校 ６学級 

八戸北高校 ６学級 

八戸西高校 ５学級 

八戸商業高校 ４学級 

名久井農業高校 ３学級 

八戸水産高校 ３学級 

三戸高校 ２学級 

五戸高校 ２学級 

連携校の合計  ３１学級 

三八地区全体の合計 ４５学級 ４０学級 ３８学級 

  ※基本方針に定める地域校の方向性に基づき、募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して２分の１未満となった場合には、

当該高校の所在する市町村等と募集停止等に向けて協議します。 

 


